ホームページ作成(掲示板)

はじめに(掲示板について)

　ホームページがHTML言語で作成されていることが、これまでの授業でわかったと思います。しかし、現在さまざまなホームページはHTML言語以外の言語でかかれていることがあります。例えば、CGI,JAVA,JAVA Script･･･といったように。今回、掲示板を作成するのですが、これはCGIという言語で作成されたものを使います。CGIについて、詳しく知りたい学生はhomepageの2回目のワードにあるのでそちらを参考にしてください。これは、2002年修士終了の遠藤研究室の郡さんが作成したものです。

掲示板について

　早速、掲示板を作成してみましょう。ここでは、CGI言語を１から書いていくのではなく、出来合いの掲示板をWeb上からダウンロードして、それを加工して行います。

今回は、KENT　WEBさんの所の、ASKA　BBSという掲示板の設置をしたいと思います(http://www.kent-web.com/bbs/aska.html?)。


1: ASKA　BBSからLHA形式かZIP形式のものをダウンロードします。

2:次にダウンロードしたものをダブルクリックして解凍し、MOのホームページ用のフォルダにaskaフォルダを作成して、そこにドラックか切り取って移します。

3:解凍してできたaska.cgiとaska.log、jcode.plの3つのファイルについて説明します。

aska.cgi…掲示板CGIのメインプログラムです

aska.log…掲示板への書き込みを保存するためのファイルです

jcode.pl…文字の変換などを行ってくれるファイルです

4:次に作成したaskaフォルダごと、アップロードします。アップロードの仕方は前回と同じで、FFFTPを起動し、greenに接続。「public_html」の中に、askaフォルダごと転送しまします。

5:次に、前回、Tere termを起動させて、chmodというわけのわからない記号を打ち込んだと思います。今回も同じように、打ち込むのですが、ここで、chmodについて説明します。これは、パーミッションの設定というもので、外からの人が勝手に書き込んだり、変更できないようにしたり、できるようにしたりすることです。aska[755]の[　]ないの数字がパーミッションというもので、この数値で決定されます。

6:では、パーミッションを設定してみましょう！

· Tera　Termで自在にディレクトリ間を移動しよう

パーミッションを変更するには、ディレクトリ間をウロウロしなくてはなりませんが、ウィンドウズのようにフォルダをダブルクリックしたら移動できるわけではありません。

　今いるディレクトリよりも下位のディレクトリ（今いるディレクトリに含まれているディレクトリのこと）に移動するときには、

cd　ディレクトリ名

と打ち込みます。cdは、カレントディレクトリ（今いるディレクトリ）のことです。

　また、今いるディレクトリよりも上位のディレクトリに戻りたい場合には、

cd　..

と打ち込みます。..はひとつ上のディレクトリを表します。

· パーミッションを変更してみよう

それでは、パーミッションの変更です。まずは、askaフォルダの変更ですが、askaフォルダは、public_htmlフォルダの中にあるので、public_htmlフォルダの中に移動します。

cd  public_html

これで、askaフォルダのあるpublic_htmlフォルダに移動できました。パーミッションを変更するには、チェンジモードのコマンドを使います。

chmod　755　aska

リターンキーを押して、エラーメッセージが出なければ成功です。もっとよく成功を確認したい場合は、FFFTPの「表示」→「最新の情報に更新」をしてから、askaフォルダ上で右クリックして「属性変更」を選択。右下の「現在の属性」が755になっていれば成功です。

　次に、askaフォルダの中にあるファイルのパーミッションも変更してしまいましょう。

askaフォルダへ移動します。

cd　aska

次に、ファイルのパーミッションを変更します。

chmod　755　aska.cgi

chmod　666　aska.log

jcode.plは元々644なので変更の必要はありません。

これまで、設定してきたパーミッションは以下のようになっています。

public_html
index.html



aska[755]
aska.cgi[755]←カッコ内の数字がパーミッション





aska.log[666]





jcode.pl [644]

7:ブラウザで確認してみる。

ここまで出来たら、ブラウザで確認してみましょう（プログラムによっては、この段階ではまだ見られず、CGIの中身（1行目）の書き換えが必要です）。

http://ns.kogakuin.ac.jp/~学籍番号/aska/aska.cgi
（チルダ「~」を忘れないように）

どうですか？掲示板らしきものは表示されましたか？「Forbidden」と表示された場合には、パーミッションがうまく設定されていません。また、「File Not Found」と表示された場合には、転送場所を間違えている、大文字と小文字を間違えて転送した、アドレスを間違えてブラウザに入力したなどの原因が考えられます。あきらめずに色々確認してください。

ちゃんと表示できるようになったら、掲示板がきちんと動作しているかどうか、適当に投稿して試してみましょう。

8:自分の好みどおりにカスタマイズしてみる。

　やっと掲示板が設置できましたが、「背景を変えたい」とか色々と注文があるはずです。KENTさんのプログラムはかなり親切で、カスタマイズがしやすくなっているので、どんどん試してみることにします。

　カスタマイズするには、aska.cgiファイルを開きます。ここで注意してほしいことは、HTMLはウィンドウズ付属の「メモ帳」で編集してもよかったのですが、CGIを「メモ帳」で編集するのはよくないということです。CGIは「秀丸」で開いて編集してください。秀丸は、スタート→アクセサリの中にあります。ない場合には、ワードパッドで行ってください。

以下は、変更の例と説明です。はじめのうちは、☆印のものだけ変更するとよいと思います。

なお、http://www.kent-web.com/bbs/aska.html　へ行くと、オリジナルの説明が読めます。

#!/usr/local/bin/perl
これは、サーバーのどこにPerl処理系があるかを示しています。

普通、usr/local/bin/perl　か　usr/bin/perl　のどちらかです。八王子サーバーは前者なので、特に変更しなくてもきちんと動作します。

他のサーバーにCGIを設置する場合で、ここの記述がわからない場合は、Tera　Term（またはtelnet）でログインして、「which perl」と入力してみるとわかります。

# 文字コード変換ライブラリ取り込み

require './jcode.pl';

変更の必要はありません。

# タイトル名を指定

$title = "ASKA BBS";
このように、説明書きのあとに設定があるものはわかりやすいのでどんどん変更してください。この例ですと、「ASKA BBS」を「ネット掲示板」など、好きなように変更すればOKです。なお、ダブルクオーテーション「”」などの記号を間違って消してしまったりすると、動作しなくなるので十分注意しましょう。

# タイトルの色

$t_color = "#008080";
こういった「色の指定」は16進数で表示していますが、カラーネーム（whiteなど）でも可能ですその場合には、$t_color = “white";　のように、シャープを消して指定してください。

# タイトル文字のタイプ

$t_face = "ＭＳ Ｐゴシック";

変更の必要はありません。うっかりすると文字化けの危険もあるので注意。

# タイトル文字サイズ（スタイルシートで有効）

$t_point = '18pt';

これも変更の必要はありません。

# 記事題名の色

$sub_color = "#DD0000";

投稿した時の、記事の題名の色です。好きな色にしましょう。

# スクリプト名

$script = "./aska.cgi";

CGIファイルの名前です。変更するのはちょっと面倒なので、CGIに慣れたら好きなように変更してみてください。今は変更の必要はありません。

# ログファイル名

$logfile = "./aska.log";

セキュリティ向上のため、本来なら変えたほうがよいのですが、今回は変更しません。

# 管理用パスワード

$pass = '1111';

必ず変更しましょう。あまり容易に推測されないものにして下さい。このパスワードがわかると、どの記事でも削除できるようになります。

# 最大記事数（これを超える記事は古い順に削除されます）

$max = 50;

あまり増やすと、掲示板の処理が遅くなるので、最大でも200くらいにしてください。

# 戻り先

$home = "../index.html";

「トップに戻る」をクリックした時に移動するページを設定します。今の設定のままだと、「上のフォルダにある、index.htmlファイル」という意味なので、ちゃんとトップに戻れます。

# bodyタグ

$body = '<body bgcolor="#FFD4D4" text="#000000" link="#0000FF" vlink="#800080">';

前回のセミナーでも学習したBODYタグの設定です。背景色やテキスト色など、好きなように変更しましょう。参考例をワンポイントアドバイスに載せました。使ってみてください。

# method形式 (POST/GET)

$method = 'POST';

変更の必要はありません。

# タグ許可 (0=no 1=yes)

$tagkey = 0;

掲示板への投稿で、タグが使えるようにするかどうかを設定します。許可すると、みんなが自由な表現で投稿できる反面、悪い人が荒らしやすくなります。

# URLの自動リンク (0=no 1=yes)

#  --> タグ許可の場合は no とすること。

$autolink = 1;

URLを記入すると勝手にハイパーリンクにしてくれる機能です。タグを許可しない場合にはyesにしておくと便利でしょう。

# １ページあたりの記事表示件数

$p_log = 10;

1ページに表示される記事の件数です。10~20くらいが妥当だと思います。

# ホスト名取得方式

#  --> 0 : $ENV{'REMOTE_HOST'}

#  --> 1 : gethostbyaddr

$gethostbyaddr = 0;

# ロックファイル機構 (0=no 1=symlink関数 2=open関数)　←変更の必要はありません

$lockkey = 0;

# ロックファイル名

$lockfile = "./aska.lock";

# メール通知機能

#  0=no

#  1=yes:自分の投稿記事もメール通知する

#  2=yes:自分の投稿記事はメール通知しない

$mailing = 0;

# sendmailのパス（メール通知する場合）

$sendmail = '/usr/lib/sendmail';

# メール通知先アドレス（メール通知する場合）

$mailto = 'foo@host.ne.jp';

# タグ広告挿入オプション (FreeWebなど）

#   → <!--上部--> <!--下部--> の代わりに「広告タグ」を挿入する。

#   → 広告タグ以外に、MIDIタグ や LimeCounter等のタグにも使用可能です。

$banner1 = '<!--上部-->'; # 表示部上部に挿入

$banner2 = '<!--下部-->'; # 表示部下部に挿入

この辺も変更の必要はありません。「メール通知機能」は、投稿があると管理人にメールを発信して知らせる機能です。慣れたら使ってみるのもよいでしょう。

# アクセス制限（ホスト名を記述）

@deny = (


"anonymizer",


"cache*.*.interlog.com",


"",

"",);

掲示板が悪い人に荒らされて、ガッカリしてから初めて使う機能です。「管理用」の画面をみると、投稿した人の「ホスト名」がわかるので、そこからの投稿をはじく機能です。今は使用する必要はないため、そのままで結構です。

# タイトル画像を使う場合 (http://から画像を指定)

$ImgT = "";

タイトル（みんなの掲示板、など）に自分で作ったカッコイイ画像を使いたい場合の機能。画像が置いてあるURLを指定します。

# タイトル画像を使う場合に「横幅」「縦幅」をそれぞれピクセル数で記述

$ImgW = "300";

$ImgH = "70";
タイトルに画像を使う場合に、画像のタテヨコサイズを指定しておくエリアです。

…以上の設定が終わったら、FFFTPで変更後のCGIを転送して、ブラウザで掲示板を見てみましょう。「Internal　Server　Error」と表示された人は、残念ながら、設定でなにか変な間違いをしています。直すのはわりと難しいので、「；」を消したりしないように気を付けましょう。

· 掲示板の使い方

掲示板の設置は成功しましたが、使い方はわかりますか？

· 「削除キー」は、これを入力しておくことで、自分の投稿ならば、管理人以外でも消せる機能です。間違い投稿などを、利用者が自分で消せるようになるので便利です。

· 「ワード検索」は、掲示板への投稿の内容を検索する機能です。友達の投稿を探したりするのに便利かもしれません。

· 「管理用」では、管理人は誰の投稿でも消すことが可能です。変な投稿をされたらさっさと消しましょう。

· 「クッキー情報を保存」というのは、パソコンにクッキーを保存させておくかどうかを選ぶ機能です。「クッキー」を保存しておくと、次回、同じパソコンから投稿する場合、名前やEメールアドレスをブラウザが記憶しておいてくれて、勝手に表示してくれるので便利です。ただ、みんなで同じパソコンを使っている場合には不便ですし、セキュリティが低下するので使いたくない人もいます。そういう人のための選択機能です。クッキーについては、ワンポイントアドバイスをどうぞ。

9:ホームページからリンクしよう

それでは、掲示板が完成したので、前回作ったホームページにリンクしましょう。

ちなみに、前回作ったページが手元にない人もあせることはありません。

サーバーにあるデータをダウンロードすればいいだけです。

前回作ったページでは、掲示板へのリンクは完成しておらず、

<A HREF=””>掲示板</A>

という風になっていると思います。

これを直して、クリックすると掲示板へいけるようにしましょう。

掲示板へのURLですが、index.htmlと同じフォルダの中にある、askaフォルダの中に、aska.cgiがあるので、設定は「aska/aska.cgi」になります。

<A HREF=”aska/aska.cgi”>掲示板</A>

上記のように直したら、FFFTPでサーバーに転送して上書きしましょう。そして、ブラウザを開いて、クリックすると掲示板に行けるようになったかどうか確かめてください。

ＫＥＮＴ　ＷＥB　　� HYPERLINK "http://www.kent-web.com/" ��http://www.kent-web.com/�





掲示板、カウンター、チャット、アクセス解析、パスワード制限など


各種フリーのＣＧＩが手に入る、インターネットではかなり人気のサイト。


デザイン、使いやすさ、設置しやすさなど総合的にバランスのとれたプログラムを配布しています。


他に人気のサイトは、下記の他色々。ヤフーなどで探してみよう。


ネットサーフレスキュー　http://www.rescue.ne.jp/


CGI　StaTion　http://www7.big.or.jp/~jawa/








